
≪和光南特別支援学校の活性化・特色化方針≫ 

種別 知的障害 
学部・ 

学科 

小学部 

中学部 

高等部 

R８.5.1 

児童・ 

生徒数 

(男) ２６９ 

(女) １０７ 
計 ３７６ 

アクセス 東武東上線和光市駅よりバス５分 西大和団地地下車徒歩約１０分 

＜教育課程等＞ 

・児童生徒の知的障害の状態や特別な教育的ニーズ等を考慮し、指導の可能な内容を精選した教育課程・  

 指導計画を作成している。 

・小中高の段階を踏まえた継続的指導を行っている。 

 ⑴望ましい身辺自立の確立 

 ⑵円滑な集団・社会的な活動 

 ⑶職業・家事に携わる資質の涵養 

 ⑷就労に係る体験的学習機会の確保 

・高等部教育課程の複数化を実施し、これまでの課題別学習との整合性を保ちながら学習内容を整備し 

 ている。 

・根拠のある指導・支援を推進し、全教職員が児童生徒の的確な実態把握と適切な指導を行うための専  

 門性の向上に取り組んでいる。 

・個別最適な学びと協働的な学びの充実に向けた研究及び授業力の向上に全校で取り組んでいる。 

＜学校行事・部活動＞ 

・全校一丸となって取り組む学校行事。運動会・文化祭（たけのこ祭）。 

・宿泊学習（修学旅行を含む）や遠足及び社会体験学習等で経験領域を拡大。 

・高等部に自主通学生徒を対象とした部活動（球技部）を設け、放課後に練習を積極的に実施。 

・令和３年度、県特体連陸上競技大会のフライングディスクにおいて第２位の成績を収めた。 

・令和５年度、女子は県特体連バスケットボール大会において優勝を果たした。 

・令和６年度、女子は県特体連サッカー大会及びバスケットボール大会において優勝を果たした。 

＜家庭・地域との連携＞ 

・保護者会や授業参観、学校公開等により学校や教育活動の様子を公開している。 

・近隣小中学校及び高等学校との交流会、支援籍学習等により地域の児童生徒と交流している。 

・高等部では計画的に職場見学や現場実習等を実施し、就労観や勤労観を醸成している。 

・自閉スペクトラム症、行動問題等の事例について、専門家・福祉・医療等外部関係機関の積極的に相 

 談関係を構築して連携している。 

・令和５年度から学校運営協議会を設置し、学校と地域との間の信頼関係を強化し、学校運営の改善や  

 教育活動の向上に取り組んでいる。 

・令和５年３月、和光南特別支援学校後援会「たけっちサポーターズ」発足。   

・令和８年度開校５０年イヤーとして記念事業を行う。 

＜進路＞ 

・企業就労１４．３％、福祉的就労８５．７％、進学０％、その他０％ 

（令和８年３月高等部卒業生の状況） 

【企業就労】 

 清掃業、小売業、印刷業、農園芸業、製造業、リネン業、運送業、飲食業、倉庫業等 

【福祉的就労】 

 戸田市、朝霞市、新座市、和光市、川口市、板橋区等 

【小・中学部】 

 本校の中学部・高等部または戸田かけはし高等特別支援学校（戸田市在住）へ進学 

 

 



・高等部「教育課程の複数化」を行い、生徒の実態に合った３つの教育課程（類型Ⅰ、類型Ⅱ、類型Ⅲ・重複）を編成・実施している。 

・特別非常勤講師を８名配置し、専門分野の視点から、児童生徒の発達課題に沿った指導上の助言を日常の指導に活かすと共に、保護者

からの相談にも丁寧な対応を行う。＜＜「公認心理師」「言語聴覚士ＳＴ」「作業療法士ＯＴ」「理学療法士ＰＴ」＞＞ 

・「和光南スタンダード」を基に、全教職員が的確な実態把握と適切な指導ができる専門性の向上に取り組む。 

進路指導 
・生活単元学習で進路学習の実施。 

・ハローワークや企業との情報交換会、事業所訪

問等で多面的に情報収集。 

・行政、施設、関係諸機関との連絡協議会を年２

回実施。 

・就職後アフターケア（就労支援センターと連

携）実施。就職後の定着率 100％を目指す。 

 育成方針（児童生徒の成長物語） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校の 

特 色 

学習指導・生活指導 

・保護者面談、発達検査等を基に教育支

援プランＡ・Ｂの作成。 

・異なる障害特性や程度に応じた指導の

工夫。 

・指導の継続性を考慮した学部学級経営

案の作成と研修の実施。 

・特別非常勤の活用と外部講師を招聘し

て研修の実施。 

小学部 

・心身諸機能の調和的発達の伸長。 

・基礎的な生活習慣を身につける。 

・集団へ参加する能力や態度を養う。 

・社会生活に必要な基礎的知識技能を養う。 

中学部 

・小学部における目標をさらに充実

発展させる。 

・将来の家庭生活、社会生活に必要

な知識と技能を身につける。 

高等部 

・中学部における目標をさらに充実発

展させる。 

・勤労にかかわる体験的な学習の指導

を適切に行うようにし、働くことや

創造することの喜びを体得し、望ま

しい勤労観や職業観を養う。 

自立と 
社会参加へ 

和光南特別支援学校は、児童生徒一人一人の自立と社会参加を目指して、地域社会とともに成長する学校です。 

支援籍学習 

・運動会、文化祭等の学校行事へ参加。 

・各教科や特別活動等の授業に参加。 

センター的機能 

・コーディネーターを派遣し研修や

相談の実施。 

・地域事例研修会の実施。 

・公開研修、コーディネーター研修

会の実施。 

 毎年約 100 名が参加。 

・ボランティア養成講座の実施 

社会に開かれた教育課程 

・他校との交流及び共同学習 

支援籍学習の推進。実施校例： 

 〇和光市内の小中学校 

 〇戸田市内の小中学校 

 〇朝霞市内の小中学校 

 〇新座市内の小中学校 

 〇県立和光国際高等学校 

・家庭地域と連携した防災対応。（和

光市福祉避難所、避難訓練、引き

取り訓練、一斉メールやホームペ

ージの活用） 

・各種研修会や講演会の公開。 


